
私たちの守るもの 2023

私たち旭山自然調査隊は、旭山記念公園と旭山の森に暮らす生き物を

守る活動をしています。8年目となる今年は、中学生8名、小学生12名、計
20名で活動しています。
主な活動は、在来の樹林や水辺の環境を保全し、生物多様性や希少種

を守ることです。

季節ごとに生き物のライフサイクルを観察することで、繁殖時期やエサ、

すみかなどを調べています。そして、天敵や生活を脅かす要因を探ってい

ます。観察対象は昆虫やオオムラサキ（蝶）、野鳥やコウモリ、ヤゴなどの

水生昆虫、日本ザリガニ、エゾアカガエル、エゾサンショウウオ、日本アマ

ガエルなどです。また、調べたことをもとに、体験型自然観察会を開催し、

多くの人に身近に残る自然の魅力を知ってもらう活動をしています。今後

も身近に残る自然を守りたいという私たちの思いを広げていきたいです。

旭山自然調査隊
✓



私たちの守るもの 2023

「在来の樹林を守る活動」

私たちは、生き物のすみかやエサとなる在来の樹林を守る活動をしてい

ます。

昆虫が人間とちがい何でも食べるわけではありません。

例えば、オオムラサキ（蝶）の幼虫は、エゾエノキの葉っぱしか食べません。

エゾエノキが無くなれば、それをエサにしていた生き物が居なくなってしま

うのです。

もともと生えていた多くの種類の草花や樹木を守ることで、オオムラサキ

のように昔から居た、多くの種類の生き物も守られるのです。私たちは、樹

木の更新を図り、間伐や下草刈りをし、繁殖力が強く他の草花や樹木を駆

逐してしまう外来種を駆除しています。
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私たちの守るもの 2023

「水辺の命を守る活動」

私たちは、湧水や川の源流の環境を守る活動をしています。

私たちに人気のトンボ！では、トンボの子供はどこで暮らしているのでしょ

う？案外知られていないのですが、トンボの子供はヤゴと呼ばれ、水の中

で暮らしています。ガガンボ、トビケラ、空を飛ぶ昆虫の多くが子供のころ

は水中で暮らしているのです。

多くの小さな命を育む森の水辺、エゾアカガエル、エゾサンショウウオの

繁殖、ヤゴなどの水生昆虫、日本ザリガニなどを観察しています。今年は

湧水のあるふしぎ池の環境整備をしました。酸素不足を改善するよう、池

底の堆積物を取り除きました。大雨や雪どけで土砂が流入しないよう砂防

ダムをつくりました。今後も繁殖地として使えるよう、環境を整備しています。
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